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飯山市地方創生総合戦略会議委員名簿（敬称略）
分野等 委員名 男・女 備考
商工業 篠 井 一 成 男 （有）篠井商店
農業 佐 藤 嘉 一 男 （農）ファームステーション木島 代表
観光 関 均 男 （株）アビラ 代表取締役社長
金融 萩 原 秀 治 男 八十二銀行飯山支店長
金融 大 田 邦 彦 男 長野信用金庫飯山支店長
大学等 笹 本 正 治 男 国立大学法人信州大学 副学長
県 田 中 功 男 長野県北信地方事務所長
若者会議 鷲 森 秀 樹 男 若者会議会長（仏壇・仏具等製造業）
若者会議 高 柳 克 章 男 若者会議副会長（建設業）
女性 岡 田 友 起 子 女 男女共同参画推進委員会 副会長
女性 柴 田 祐 美 子 女 男女共同参画推進委員会 委員
高校生 酒 井 悠 司 男 長野県飯山高等学校生徒会長
高校生 三 ツ 井 大 志 男 長野県飯山北高等学校生徒会長
高校生 渡 邉 裕 大 男 長野県飯山北高等学校生徒会副会長
高校生 徳 竹 千 春 女 長野県飯山北高等学校生徒会副会長
庁内組織メンバー（市長・副市長・教育長・各部等の長）10名

年 総人口（人） 男 女
昭和 25（1950）年 41,386 20,146 21,240
昭和 30（1955）年 40,089 19,345 20,744
昭和 35（1960）年 37,592 17,984 19,608
昭和 40（1965）年 34,799 16,693 18,106
昭和 45（1970）年 32,159 15,476 16,683
昭和 50（1975）年 30,796 14,824 15,972
昭和 55（1980）年 30,073 14,539 15,534
昭和 60（1985）年 29,034 14,063 14,971
平成　2（1990）年 28,114 13,509 14,605
平成　7（1995）年 27,423 13,149 14,274
平成 12（2000）年 26,420 12,680 13,740
平成 17（2005）年 24,960 11,947 13,013
平成 22（1990）年 23,545 11,324 12,221

飯山市の人口の推移 総人口の推移

飯山市の人口は昭和25年頃をピークに継続して減少している。国立社会保障・
人口問題研究所による推計を基に作成された「飯山市人口ビジョン素案」（未
定稿）では市の人口は平成 22年の 2万 3545人だったものが、30年後の平
成 52年に 22年の約 64%にあたる約 1万 5000人になると示されている。
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自然動態（出生者と死亡者の差）増減
社会動態（転入者と転出者の差）増減

飯山市における昭和 40年以降の人口動態の内訳（出典：長野県毎月人口異動調査）
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減
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地
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や
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あ
る
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域
社
会
形
成
に
向
け

飯山市地方創生総合戦略会議始動

飯山市人口ビジョン
飯山市総合戦略

飯山市地方創生総合戦略会議
【所掌事項】
（1）総合戦略および人口ビジョン策定
（2）総合戦略に基づく事業推進
（3）総合戦略の進捗状況の把握
（4）その他総合戦略および人口ビジョン
　　に関して必要な事項

専門部会
【所掌事項】本部の所掌事項に係る詳細の検討、
調査、分析を行う。

飯山市地方創生総合戦略庁内本部
市長、副市長、教育長、各部等の長で構成
【所掌事項】人口問題対策の総合企画、飯山市
総合戦略の推進に関する庁内の調整を行う。

庁内組織

市民 議会 飯山市第 5次総合計画整
合報

告
意
見

意
見

意
見

公
募

策
定

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
飯
山
市
の

実
情
を
踏
ま
え
て
の
基
本
的
な
計
画
を
策
定
し
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
人
口
・
経
済
・
地
域
社
会
の
課
題
に
一
体
的
に
取
り

組
む
た
め
の
「
飯
山
市
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
飯
山
市
地

方
創
生
戦
略
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
か
ら
全
国
的
に
人
口
減
少
が
始
ま
り
、
今
後
は

加
速
度
的
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
国
は
人
口
減
少

克
服
と
地
方
創
生
で
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
日
本
社
会

を
維
持
す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
で
地
方

に
多
様
な
支
援
と
切
れ
目
な
い
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
各
地
方
で
の
人
口
減
少
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら
起

こ
っ
て
お
り
、
そ
の
地
方
の
特
性
に
応
じ
た
処
方
せ
ん
に
よ
る

対
応
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
飯
山
市
で
は
市
制
施
行
か
ら

続
く
人
口
減
少
に
対
し
、
飯
山
市
独
自
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
。
当
会
議
で
は
、
各
分
野
別
懇
談
会
で
集
約
さ
れ
た
意
見

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
分
析
に
沿
っ
た
５
カ
年

の
政
策
目
標
や
施
策
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
6
日
に
行
わ
れ
た
初
会
合
に
は
農
業
、商
工
業
、観
光
、

金
融
の
産
業
経
済
団
体
、
県
機
関
の
代
表
、
女
性
、
若
者
の

代
表
な
ど
13
人
の
委
員
が
出
席
。
設
置
要
綱
に
従
い
副
会
長

に
萩
原
秀
治
八
十
二
銀
行
飯
山
支
店
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
の
皆
さ
ん
は
下
表
の
と
お
り
）

国 長期ビジョン：2060年に 1億人程度の人口を確保する中長期展望
総合戦略：2015～ 2019年（5カ年）の政策目標・施策

地
方

地方人口ビジョン：各地方公共団体の人口動向・将来人口推計の分析や中長期の
　　　　　　　　　将来展望
地方版総合戦略：各地方公共団体の 2015～ 2019年（5カ年）の政策目標・政策

国は「地方版総合戦略」の策定・実施のための「情報支援」「財政支援」「人的支援」を行う

これ以上、企業を減らさないということを目標に挙げている。事業承継セミナーなど外部講師を招いて取り組む予定。
城南中移転後の跡地利用は重要。地域創生につながるような土地利用を。
飯山市民にとって雪は生活の一部であることを合わせて PR すればいいのではないか。また雪はデメリットとしてで
はなく観光資源として活用できることは十分にあると感じる。
駅前の民有地、市有地をどのように活用できるか、また、駅周辺にどんな未利用地があるのかという情報やこんな使
い方もできる等の情報を市から提供いただきたい。

・
・
・

・

・

・
・
・

これ以上、企業を減らさないということを目標に挙げている。事業承継セミナーなど外部講師を招いて取り組む予定。
金 融 7月16日

7月22日農 業
農業、観光だという前に子どもの多い市を実現することによりまわり回って各産業にも恩恵が出てくるのでは。他の予
算を削っても、教育・子育て予算を確保する必要があるのではないかと思う。
飯山市で自慢できることをみんなで出しあい、みんなで磨きをかけ、飯山ブランドとしていくことが必要。
畜産もきのこも個人では限界。きのこ農家がまとまり法人化して大企業に負けない工場を作って対抗するような発想を。
できるから何でも作るではダメ。作物を選定して投資をすること必要。

7月23日移 住 定 住
・
・
・
・
・

地域が本当に移住者に来てほしいと思っているところ（そういう雰囲気のあるところ）に移住したいと考える。（移住者）
都会に住んでいる者にとって「区費」というものが理解しづらい。（移住者）
空き家の賃貸、中古住宅等あるが、建物は安全かどうかの視点が大切と思う。中古住宅の改修に係る支援額増を。（不動産業者）
独居の高齢者などは、冬季にはアパートに住んでもらい、空いた自宅を若者に貸し出すことも一つの案。（不動産業者）
古民家を市が所有し、リフォーム等を行い市営住宅として賃貸を。シェアハウスでもいい。（移住者）

　飯山市地方創生総合戦略会議で策定していく政策目標や施策。この根幹になるのが飯山市を支える各分野の現状や分野
ごとの意見です。7 月 16 日から 27 日まで 1 回目の分野別懇談会が行われ、各分野の有識者などが集まり地方創生のため
のさまざまな意見が提案されました。（分野別懇談会で出された主な意見をご紹介します）

各分野の専門家など有識者の皆さんから
　　　地方創生のさまざまな意見が　― 分野別懇談会 ―



選
挙
に
よ
る
委
員
（
届
出
順
）
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ポ
ン
プ
操
法
で
飯
山
市
消
防
団
の
技
術
力
・
結
束
力
を
発
揮

　
北
信
大
会
で
第
６
分
団
が
優
勝
・
第
７
分
団
が
準
優
勝
の
快
挙

　
７
月
12
日
、
中
野
市
の
北
信
合

同
庁
舎
駐
車
場
で
北
信
消
防
協

会
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
が
開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部

で
飯
山
市
消
防
団
第
６
分
団(

外

様
）
が
優
勝
。
見
事
県
大
会
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
第
７
分
団

（
常
盤
）
も
準
優
勝
し
飯
山
市
消

防
団
の
技
術
力
の
高
さ
を
あ
ら
た

め
て
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
で
は

選
抜
チ
ー
ム
が
３
位
入
賞
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
１
分
団
（
飯

山
）
が
４
位
、
第
７
分
団
が
６
位

と
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
に
諏
訪
市
で
行
わ
れ

た
県
大
会
で
は
第
６
分
団
が
北
信

地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
（
指
揮

者 

栗
岩
光
宏
さ
ん
、
１
番
員 

春

日
徹
矢
さ
ん
、
２
番
員 

春
日
彰

浩
さ
ん
、
３
番
員 

南
久
保
輝
彦

さ
ん
、
４
番
員 

鈴
木
浩
之
さ
ん
）

し
健
闘
。
入
賞
に
は
わ
ず
か
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
7
位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
、
４
番
員

で
出
場
し
た
鈴
木
浩
之
さ
ん
が
番

員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
６
分
団
の
今
清
水
肇
仁
分

団
長
は
「
昭
和
55
年
生
ま
れ
中
心

で
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
が
、
年
齢
的

な
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
、
こ
こ
ま
で
が
ん

（
柳
原
・
笹
川
）

（
秋
津
・
上
組
）

（
瑞
穂
・
柏
尾
）

（
外
様
・
尾
崎
）

（
常
盤
・
戸
隠
）

（
木
島
・
下
木
島
）

（
太
田
・
北
条
）

（
瑞
穂
・
戸
那
子
）

（
木
島
・
野
坂
田
）

（
岡
山
・
桑
名
川
）

小
嶋 

秀
典

石
澤 

與
一
郎

増
山 

正
一

服
部 

彰
夫

丸
山 

和
義

小
野
沢 

純
夫

大
口 

今
朝
志

小
林 

喜
代
春

今

井 

寛

渡
邉 

敬
一

新新 新 新現現現 現 現 現

　

冬
期
間
で
も
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
、
飯

山
駅
を
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式
会
社
で

は
ホ
ー
ム
に
冷
暖
房
完
備
の
待
合

室
を
設
置
し
、
９
月
下
旬
か
ら
使

用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

待
合
室
は
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
ホ
ー
ム

上
に
新
築
さ
れ
、
約
９
平
方
㍍
、

15
名
程
度
の
お
客
さ
ま
が
ご
利
用

で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式
会
社
が

Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
飯
山
線
ホ
ー
ム
に
待
合
室
を
設
置
し
ま
す待合室設置予定箇所

県大会でも素晴らしい操法を見せる第 6分団の皆さん

ば
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
」

と
選
手
た
ち
を
讃
え
て
い
ま
し

た
。

新幹線開業でテレビに取り上げられることも多くなった。→ 飯山は地元の方が考えるよりイメージが良い。
連携したまちづくりを（例：調理師学校の誘致 → 隣にレストラン → 学生の実習の場・雇用の確保）
冬の雪の負担は企業にとっては重い負担。マイナス要因。
工業関係で新卒者は年に数名採用するが飯山市からの応募はなく、工業に興味がないのかと感じている。
徳島県神山町 の考え方は「スパン」が長い → 「30 年後」「自分が死んだあと」の街づくりをしている。

「特区」（IT・伝統産業など）をつくり都会から人を呼ぶ
若い人の生活スタイルに合った環境作りを。

7月24日観 光 業
・
・
・

・

・

現状では従業員を確保するのが難しい。雇用確保のために農業とか異業種とのコラボレーションなどはどうか。（民宿業者）
飯山の知名度をもっとあげなければならないのではないか。
2002 年に「夏の斑尾パスポート」を作った。山だけでなく、千曲川ラフティングを始めた。そして、現在、ZIP ラインに
もつながってきた。
スキースクールの若い人は５月からラフティングの仕事、春、秋は農家での仕事をしている。飯山に定職はないが、仕事
をつないで１年間生活している。
資源の再評価をして、付加価値をつける必要がある。伝統行事が資源になることも…（五束の神楽、御柱等）

商 工 業 7月27日
・
・
・
・
・
・
・

7月23日子 育 て ・ 若 者
・

・

・
・

・

若者から「地域の役目が多くてたいへん」という声を聞く。消防団、祭礼など、若者の負担が増しているので何らかのバッ
クアップ・支える仕組みがあれば、地域の文化もより継続していけると思う。
起業創業といっても、現実的にはかなり難しい。自分も会社を経営しているが、仕事を増やすのはたいへんなことだ
と実感している。他市の成功事例をそのまま飯山に置き換えても、環境の違いもあるため適用は難しいだろう。
子が具合悪い時に見てもらえる体制があればいい。また、子育てと両立できる仕事そのものが、この地域に少ない。
自然やポケットパークは多数あるが、子育て世代が集まれる公園がない。市内に 1 カ所でいいから、充実した設備の
公園が欲しい。
例えば沖縄なら、若いうちはダイビングのインストラクター、晩年はショップ経営 ( 売り子 ) などといったライフサイ
クルが見られる。「飯山モデル」を示せれば若者からもっと具体的なアイデアなど出てくるかもしれない。

7月24日高 校 生
・

・

・

・

大学に進んで自分のスキルを活かせるかと考えた場合、飯山では厳しいのではないか。自分のスキルを活かせる場（仕
事）を設けてもらえれば帰ってくることも考えられる。
飯山市は田舎だと思うが、スポーツ選手には良い環境だと思う。都会では洋服や雑貨などを買うことが遊びになってい
る。（飯山市にも）都会的要素を入れれば良いのではとも思う。
子どものために自然を求める（都会の）家族がいると思うが、仕事がないと金銭面等で子どもに自由を与えられず、移
住してきても市外に出て行ってしまう。自然も大事だが都会的要素もある程度は必要では。
大規模農家を増やしていけば、就労先としても選択できるので促進するため制度設計すれば良いのでは。

　
７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
飯
山
市
地
方
創
生
総
合
戦
略

会
議
に
は
、
各
分
野
別
懇
談
会
で

集
約
さ
れ
た
意
見
が
報
告
さ
れ
、

総
合
戦
略
に
向
け
た
素
案
の
検
討

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
飯
山
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
安
定
し
た
人

口
構
造
を
保
持
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
働
け
る
活
力
あ
る
地
域
の
形

成
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
希

望
に
応
じ
た
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
新
幹
線
時
代
の
飯
山

市
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
計
画

の
骨
子
と
し
て
提
案
さ
れ
、「
地

域
経
済
活
性
化・雇
用
創
出
」「
若

者
定
住
・
移
住
定
住
推
進
」「
子

分
野
別
懇
談
会
の
意
見
を
確
認 

さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
意
見
を

  

第
二
回
飯
山
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
会
議

育
て
支
援
・
次
世
代
育
成
」「
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
」
の
4
点
を
戦
略
の
柱

と
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策

展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
柱
の
目
標
達
成
に

向
け
た
施
策
展
開
に
つ
い
て
委
員

の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
飯
山
市
の
特

色
あ
る
部
分
を
も
っ
と
と
が
ら
せ

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
」、「
ど
の
分
野
の
問
題
も

自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い

か
な
け
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
ら
な

い
」、「
分
野
内
に
と
ら
わ
れ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
発
想
を
変
え
、
新
し
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
れ
れ
ば
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
行
わ
れ
る
分
野
別
会
議
で
は

さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
話
し
合
い
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
推
計
を
基
に
作
成
さ

れ
た
「
飯
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
素

案
」（
未
定
稿
）
で
は
市
の
人
口
は

平
成
52
年
に
は
約
1
万
５
０
０
０

人
に
な
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

30
年
後
の
そ
の
数
字
を
ど
の
程
度

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
、
今
年

10
月
に
も
決
定
す
る
飯
山
市
総

合
戦
略
で
底
上
げ
を
図
れ
る
か
が

大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

飯山線観光列車「おいこっと」で行く
飯山線 走る農家レストラン 初秋

参加者
募　集

  商工観光課 観光係　☎ 62-3111 内線 211・212
　飯山線沿線の美しい景観を楽しみ
ながら、車内で地元の美味しい料理
を味わう「飯山線 走る農家レスト
ラン」。9 月は市民の皆さまにもお
馴染みの小菅神社を訪れます。これ
まで大勢の市外のお客さまにご乗車
いただきましたが、今回は市民の皆さまにもぜひふるさとの良さ
を再認識していただきたいと思います。（食事提供：飯山食文化
の会　菜の花）
■期　日　９月 12日（土）
■コース（申込みの際、コースを選択してください）
　・小菅神社奥社参拝登山コース ・小菅神社と里宮散策コース
■料　金　8,800 円（長野駅から乗車）
■申込み（電話、びゅうプラザ、インターネットからお申し込み）
　びゅう予約センター　電話 026-227-6809
　※応募多数の場合は、先着順となります。
　URL：http://www.jreast.co.jp/nagano/view/nagano.html

　

任
期
満
了
に
伴
う
飯
山
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
7
月

12
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
立

候
補
者
が
定
数
ど
お
り
で
あ
っ
た

た
め
無
投
票
で
選
挙
に
よ
る
14
名

の
新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

初
総
会
と
な
る
８
月
３
日
は

市
議
会
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
る

選
任
委
員
も
顔
を
合
わ
せ
、
新

会
長
等
を
決
定
し
新
し
い
飯
山
市

農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

飯
山
市
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て

　
新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
会
長　
松
永 

晋
一

会
長
職
務
代
理　
月
岡 

信
一

（
常
盤
・
小
沼
）

（
飯
山
・
上
倉
）

（
太
田
・
小
境
）

（
常
盤
・
小
泉
）

佐
藤 

弘
子

月
岡 

信
一

酒
井 

智
恵
子

沼
田 

浩
子

現新 新現

市
議
会
推
薦

（
飯
山
・
上
町
）

（
秋
津
・
北
畑
）

（
秋
津
・
中
山
根
）

松
本 

淳
一

小
林 

喜
美
治

松
永 

晋
一

下
水
内
中
部
土
地
改
良
区
推
薦

（
岡
山
・
温
井
）

渡
邉 

照
一
郎

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
推
薦

（
外
様
・
中
曽
根
）

荻
原 

育
夫

（　
は
現
職　
は
新
人
）

現

新
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７
月
31
日
、
平
成
27
年
度
飯

山
市
表
彰
式
が
市
役
所
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
表
彰
を
受
け
れ
ら
た

の
は
6
名
の
個
人
と
3
組
の
団
体

で
、
地
方
自
治
な
ど
各
方
面
で
功

績
を
残
さ
れ
た
方
に
贈
る
功
労
表

彰
が
５
名
、
市
の
公
益
の
た
め
寄

付
を
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
一
般
市

民
の
模
範
に
な
る
よ
う
な
善
行
を

さ
れ
た
方
に
贈
る
善
行
表
彰
が
1

組
、
ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
芸
術
の

分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た
方
に
贈

る
栄
誉
賞
が
1
名
と
2
組
で
す
。

市
政
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

　

表
彰
式
で
は
、
被
表
彰
者
へ
の

敬
意
と
感
謝
を
こ
め
足
立
市
長

が
「
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
が
３
月

に
開
業
し
、
飯
山
市
は
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
豊
か
な
自
然
と
地
域
文
化
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
新
た
な
価
値

を
創
造
し
『
訪
れ
た
い
ま
ち
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
、
飯
山
市
』
を

創
っ
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

功
労
表
彰
を
受
け
た
西
條
豊

致
さ
ん
は
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

「
こ
の
地
域
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

言
え
る
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
の

開
業
、
過
去
の
水
害
を
教
訓
に
堤

飯
山
市
表
彰
式

９
月
５
日
㈯ 

飯
山
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

　
危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

　

災
害
対
策
基
本
法
と
飯
山
市

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災

関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
連
携

し
、
有
事
に
際
し
て
即
応
で
き
る

体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
広

く
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
飯
山
市
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
例
年
の
訓
練
に

加
え
、
被
害
想
定
に
土
砂
災
害
に

よ
る
避
難
を
追
加
。
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
対
象

区
域
の
方
が
危
険
箇
所
を
確
認

し
、
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

訓
練
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

■
日
時　
9
月
5
日
㈯

　
　
7
時
10
分
〜
10
時
30
分
頃

※
当
日
、
防
災
無
線
か
ら
緊
急
音

量
で
避
難
に
関
す
る
放
送
が
流
れ

た
り
携
帯
電
話
等
に
避
難
に
関

す
る
情
報
（
緊
急
通
報
メ
ー
ル
）

を
配
信
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
常
盤
小
学
校
周
辺

で
は
、交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
主
会
場　
常
盤
地
区
・
常
盤
小

学
校
グ
ラ
ン
ド

■
訓
練
想
定 

土
砂
災
害
・
地
震

発
生
・
火
災
発
生
・
原
子
力
災
害

■
住
民
参
加
訓
練
等  

避
難
退
避

訓
練
、
安
否
確
認
・
煙
中
体
験
訓

練
・
飲
料
水
確
保
訓
練
・
消
火
器

取
扱
訓
練　
な
ど

倒壊家屋救出訓練

　

7
月
16
日
、
北
陸
新
幹
線
北

信
広
域
建
設
推
進
協
議
会
（
会

長
：
足
立
正
則
市
長
）
の
総
会
が

市
役
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
昭
和
57
年
5

月
に
設
立
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線
の

建
設
促
進
と
飯
山
駅
設
置
に
伴

う
駅
周
辺
整
備
お
よ
び
広
域
圏

全
域
の
振
興
を
図
る
た
め
の
諸
施

策
の
策
定
等
を
目
的
と
し
て
国
、

長
野
県
、
近
隣
市
町
村
、
商
工

業
・
観
光
業
等
経
済
団
体
、
交

通
事
業
者
等
と
ま
さ
に
官
民
一
体

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

と
な
っ
た

活
動
を
展

開
し
て
き

ま
し
た
。

　

本
総
会

で
は
、
平

成
26
年
度

事
業
報
告

と
決
算
報
告
に
加
え
、
本
協
議
会

の
解
散
に
つ
い
て
の
議
案
も
承
認

さ
れ
、
本
総
会
を
も
っ
て
33
年
間

の
活
動
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
総
会
を
開
催　

33
年
間
の
活
動
に
幕

　
北
陸
新
幹
線
北
信
広
域
建
設
推
進
協
議
会

功 労 表 彰
西條豊致さん（木島）
市議会議員として 3期 12年にわたり市政の発展
に尽力された。その間、副議長を歴任され、果た
された功績は多大である。

水野晴光さん（太田）
市議会議員として 3期 12年にわたり市政の発展
に尽力された。その間、予算決算常任委員長を歴
任され、果たされた功績は多大である。

水野英夫さん（太田）
市議会議員として 3期 12年にわたり市政の発展
に尽力された。その間、副議長を歴任され、果た
された功績は多大である。

笹本正治さん
小菅の里及び小菅山の長期調査執筆に携われ歴
史や文化振興の発展に貢献された。また蔵書
20,000 冊の寄贈など市の文化振興に多大な尽力
をいただく。

門脇六男さん（瑞穂）

小林千佳さん（飯山）

長野県飯山高等学校スキー部
クロスカントリー女子リレーチーム

長野県飯山高等学校

平成 27年 2月に秋田県鹿角市で開催された平成
26年度全国高等学校総合体育大会第 64回全国
高等学校スキー大会において、女子クロスカント
リー 5kmフリーで全国優勝。飯山高校チームの

平成 27年 2月に秋田県鹿角市で開催され
た平成 26年度全国高等学校総合体育大会
第 64回全国高等学校スキー大会において、

平成 27年 2月、秋田県鹿角市で開催され
た平成 26年度全国高等学校総合体育大会
第 64回全国高等学校スキー大会において、
女子総合優勝（3回目）を果たした。

栄 誉 賞

クロスカントリー競技女子 3×5kmリレーで優勝した。

一人として出場したリレー競技も優勝した。

株式会社本木建設

善 行 表 彰

有尾トンネル西側から新潟県境までの国道
292号線 11.4kmのゴミ拾い等の奉仕活動
を 23年間継続され、市内の環境美化に貢
献される。

飯水岳北交通安全協会会長、長野県交通安全協会
副会長を歴任され、子どもから高齢者までの幅広
い年代に安全教育、交通安全活動を行い、功労は
多大である。

防
強
化
、
浚
せ
つ
等
へ
の
着
手
、

そ
し
て
下
水
内
郡
と
下
高
井
郡
を

結
ぶ
立
派
な
中
央
橋
の
開
通
な
ど

の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
私
の
喜
び
。
今
後
も
飯
山

市
、
地
域
発
展
の
た
め
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
合
に
よ
り
表
彰
式
に
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
日

中
に
功
労
表
彰
を
受
け
た
笹
本

正
治
さ
ん
も
来
庁
さ
れ
、
市
長
か

ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。　

表彰状を授与される門脇六男さん

被表彰者を代表して謝辞を述べる西條豊致さん

応接室で表彰状を受け取る笹本正治さん
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よ
り
安
心
安
全
な
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
着
工
に
な
り
ま
し
た

完成予想図

―新たな農業経営指標―
経営改善実践システム

をご利用ください
農林課 農業振興係　☎ 62-3111 内線 264
関東農政局経営・事業支援部担い手育成課   ☎ 048-740-0384

　農林水産省がインターネット上に開設した経営改善実
践システムは平成 24 年度に「新たな農業経営指標」を
策定し、農家の皆さんが自己チェックをするためのツー
ルとして供用されています。
　農業を営む方は、どなたでもご利用になれますので、
経営状態をチェックし、経営方針を検討するうえでの参
考にしてください。特に認定農業者を目指す方や認定を
受けられた方はぜひご利用ください。
　詳しくは、以下のホームページをご覧ください。
　http://www.maff .go.jp/j/ninaite/shihyo.html

■お問い合わせ先
　市役所農林課農業振興係
　関東農政局経営・事業支援部担い手育成課

　2 ヴァイオリンとピ
アノのインストゥル
メンタル・ユニット

「TSUKEMEN」 が 飯
山市民会館にやって
くる。 

　マイク・スピーカーなどの音響装置を通さずに楽器本来のも
つ「生音」にこだわった注目の LIVE にぜひご来場ください。

in 飯山市民会館
LIVE2015

11 7
㊏

飯山市民芸術観賞会

主催：飯山市／飯山市教育委員会／飯山市芸術文化協会

■会場　飯山市民会館　ホール
■料金　全席指定（当日券は 500円増し）
 　　　  一般 3,500 円   高校生以下 2,500 円
     　（※ 3歳未満のお子さまのご入場はできません）

■一般発売日　8月 17日㈪から
■チケット販売プレイガイド　市民会館ほかコンビニエンスス
   トア、インターネットでもお買い求めいただけます。
■お問い合わせ　市民会館 ☎ 62-3341（9:00 ～ 17:00）

TSUKEMEN

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
平
成
26

年
4
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

低
所
得
者
に
対
し
、
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、

課
税
者
の
被
扶
養
者
や
生
活
保

護
受
給
者
等
は
除
き
ま
す
。）

支
給
額

１
人
に
つ
き
６
０
０
０
円
（
1
回

臨
時
福
祉
給
付
金
（
平
成
27
年
度
）
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

支
給
）

申
請
方
法
（
※
臨
時
福
祉
給
付
金

の
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。）

・
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
、

住
民
票
が
飯
山
市
に
あ
る
対
象
者

の
方
の
申
請
方
法
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

①
申
請
書
に
つ
い
て

対
象
と
思
わ
れ
る
方
へ
、
８
月
末

ご
ろ
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

②
申
請
期
間

　
９
月
１
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈮

③
申
請
方
法

申
請
書
を
、
申
請
書
類
と
一
緒
に

送
付
さ
れ
る
返
信
用
封
筒
に
て
市

企
画
財
政
課
へ
郵
送
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
企
画
財
政
課
窓
口
へ

ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

④
給
付
金

支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申

請
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座
に

入
金
さ
れ
ま
す
。（
口
座
を
お
持

ち
で
な
い
方
な
ど
は
、
窓
口
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

７
月
12
日
㈰
、
平
成
27
年
度　

ふ
る
さ
と
飯
山
会 

交
流
会
が
、

東
京
都
内
（
会
場
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
足
立
飯
山
市
長

を
は
じ
め
、
長
野
県
人
会 

尾
科

専
務
理
事
、
精
電
舎
電
子
工
業

株
式
会
社 

会
長 

本
多
助
重
さ
ん

（
飯
山
藩 

本
多
家
初
代
藩
主 

本

多
助
芳
候
の
子
孫
（
14
代
目
、
今

回
初
め
て
の
ご
参
加
））
ら
、
総

勢
１
３
８
名
の
会
員
・
来
賓
の
皆

さ
ま
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
、
３
月
14
日
の
北

陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
の
様
子

を
ス
ラ
イ
ド
で
見
て
い
た
だ
い
た

り
、ま
た
、「
佐
渡
お
け
さ
の
踊
り
」

会
員
の
皆
さ
ま
に
よ
る
歌
の
披
露

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
行
っ
た
「
飯

山
産
農
産
物
や
、
加
工
品
等
の

品
々
の
販
売
」
は
、
皆
さ
ま
に
た

い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
飯
山
を
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
皆
さ
ん

輪
に
な
っ
て
「
信
濃
の
国
」、「
ふ

る
さ
と
」
の
大
合
唱
で
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度　

ふ
る
さ
と
飯
山
会　

交
流
会
を
開
催

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

ふるさと「飯山」を思い出しながら輪になって大合唱

　

先
月
19
日
、
静
岡
県
西
伊
豆

町
で
イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
害
防
止
用

の
電
気
柵
に
接
触
し
、
２
名
が
感

電
死
、
５
名
が
重
軽
傷
を
負
う
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
市
で
も
、
農
地
の
周
り
に
電

気
柵
を
設
置
す
る
団
体
・
個
人
は

年
々
増
え
て
お
り
、
同
様
の
事
故

は
十
分
に
起
こ
り
得
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
電
気
柵
を
設

置
さ
れ
る
方
は
必
ず
次
の
点
に
注

意
し
、
感
電
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

⑴
電
気
柵
の
電
気
を
コ
ン
セ
ン
ト

用
の
交
流
等
、
30
㌾
以
上
の
電
源

か
ら
供
給
す
る
と
き
は
、
電
気
用

品
安
全
法
に
基
づ
く
電
源
装
置

（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
付
）
の
使
用
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
Ｐ
Ｓ

Ｅ
マ
ー
ク
を
確
認
。
マ
ー
ク
の
な

い
も
の
は
使
用
し
な
い
。

⑵
右
記
⑴
に
お
い
て
、
公
道
沿
い

な
ど
の
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場

所
に
設
置
す
る
場
合
は
、
危
険
防

止
の
た
め
に
、
漏
電
が
起
こ
っ
た

と
き
に
０・１
秒
以
内
に
電
気
を

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
用
の
電
気
柵
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

　
農
林
課 

耕
地
林
務
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
６

今
年
も
開
催

　
商
工
観
光
課 

観
光
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

９
時
〜
13
時

本
町
商
店
街　
特
設
会
場

927
㊐

　

市
で
は
、
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
、
信
越
９
市
町
村
広
域
連
携

会
議
と
共
催
で
信
越
自
然
郷
の
旬
で
お

い
し
い
農
産
物
、加
工
品
等
を
集
め
て「
う

ま
い
も
の
市
」
を
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ゴ
ー

ル
付
近（
本
町
商
店
街
）で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
信
越
９
市
町
村
や
観
光
交

流
都
市
な
ど
か
ら
30
以
上
の
お
店
が
出

店
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
信
越
自
然
郷
の
味

覚
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は
公
共

交
通
機
関
な
ど
の
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

遮
断
す
る
漏
電
遮
断
機
を
設
置

す
る
こ
と
。

⑶
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、

周
囲
の
人
が
容
易
に
視
認
で
き
る

位
置
や
間
隔
、
見
や
す
い
文
字
で

危
険
表
示
を
行
う
こ
と
。

⑷
設
置
後
は
定
期
的
に
点
検
を

行
い
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

詳
し
く
は
農
林
課
耕
地
林
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

信
越
自
然
郷　

う
ま
い
も
の
市

　

第
３
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
同
時
開
催

今年は本町商店街で開催されます

飯山高校
南キャンパスグラウンド

清　
川

西廻り線
至：豊田飯山IC

至
：
斑
尾
高
原
入
口

　

飯
山
北
高
校
と
の
完
全
統
合

を
平
成
28
年
4
月
に
控
え
る
飯

山
高
校
。
同
校
の
南
キ
ャ
ン
パ
ス

の
建
物
、
敷
地
に
城
南
中
学
校
を

移
転
し
、
そ
の
敷
地
の
一
部
に
給

食
セ
ン
タ
ー
を
建
築
し
ま
す
。
８

月
４
日
、
同
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
、

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
市
や
工

事
関
係
者
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適
合
。

安
心
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供

し
て
い
く
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
育
成
課 

学
校
教
育
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
１・３
６
２

場所：飯山市大字静間 1677番地 5
（現：飯山高校南キャンパステニスコート）
構造：鉄骨造
規模：地上 2階
延床面積：1198㎡
配食数：600食
開業：平成 28年 2学期（8月）
　　　（中学校の移転開校に合わせて）
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働くみんなに、
今こそ確かな安心を。

中

共
退

小企業

職金

済制度

CHU

TAI

KYO

◆掛金の一部を国が助成
◆掛金は全額非課税、手数料も不要
◆外部積立型なので管理が簡単
◆パートさんの加入もOK

中退共 検 索
詳しくはホームページへ

（独）勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部
☎03-6907-1234 FAX.03-5955-8211

広
告
コ
ー
ナ
ー

生ビール飲み放題
一人2500円（税込）より　オードブル・お茶付

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

　
　
　
　
　
（
第
10
回
特
別
弔
慰
金
）
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
７
２・１
８
８

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
第

10
回
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

■
支
給
対
象

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
の

死
亡
当
時
の
生
計
の
有
無
等
に
よ

り
、
先
順
位
が
替
わ
り
ま
す
）

④
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
親
族

（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
に
1
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
る
）

　

詳
細
は
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「除雪作業にあなたの力を貸してください

■募集人員　若干名
■勤務内容　市道除雪作業、道路施設等修繕作業
■勤務期間　平成 27年 12月 1日

～平成 28年 3月 31日
■勤務条件　飯山市臨時職員等任用条件による。ただし、
　　　　　　早朝等および休日勤務あり
■勤務場所　除雪対策本部および市内一円
■勤務時間　8:30 ～ 17:15
　　　　　　降雪時は早朝等および休日の超過勤務あり

　市では、平成 27 年度の冬期シーズンにむけて除雪機械
の運転手（オペレーター）を募集します。詳しくは道路河
川課 維持係までお問い合わせください。

■応募資格および条件　
　普通、中型（8t 限定で可）大型特殊および車輌系建設
機械の免許を所持し、2シーズン以上大型除雪機械の運転
に従事した者で飯山市内に住所を有し、65歳未満の自営
または個人事業主および求職中の個人の方に限ります。
■申込方法
　市販の履歴書に自筆で記入の上、10月 15 日までに市
役所道路河川課維持係まで提出してください。
■採用試験
　日程および内容等について直接通知します。

市道の除雪機械運転手を募集
　道路河川課 維持係 ☎ 62-3111 内線 273

介
護
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会 

介
護
保
険
事
業　
☎
62
２
９
１
５

■
応
募
資
格

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
介
護
福
祉
士
資
格
取

得
者
、
ま
た
は
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で
に
介
護
福
祉
士
資
格

取
得
見
込
み
の
方
で
あ
り
、
飯
山

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
か
採
用

後
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
居
住

す
る
予
定
の
方
。

■
採
用
予
定
人
数

　
若
干
名

■
試
験
日
時

9
月
18
日
㈮
午
前
9
時
か
ら

■
試
験
会
場

　
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会（
須

多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー
）

■
申
込
み
方
法

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

発
行
す
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
履
歴
書
を
添

付
の
う
え
8
月
31
日
㈪
ま
で
に
須

多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
飯
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
須
多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
4
月
採
用
の
介
護

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

信州大学 市民開放授業 参加者募集
　飯山市と連携協定を結ぶ信州大学では、地域社会との連携を促進す
るため、大学の授業を高校生を含む一般市民の方に開放しています。
■開講期間　9月下旬～平成 28年 1月下旬
■開講場所　信州大学各キャンパス
■受 講 料　9,400 円（1授業科目・一部異なる授業もあります）
※申込方法等詳細は下記までお問い合わせください。
　信州大学総合窓口（学務部学務課 教務グループ）☎ 0263-37-2870
　http://www.shinshu-u.ac.jp/general/extension-courses/

期
日
公
売
の
お
知
ら
せ

（
影
響
イ
メ
ー
ジ
図
の
と
お
り
）　

　

従
来
の
会
計
基
準
と
新
た
な

会
計
基
準
の
貸
借
対
象
表
を
比

較
し
た
場
合
、
施
設
の
建
設
や
改

良
に
充
て
た
企
業
債
や
補
助
金
な

ど
が
資
本
か
ら
負
債
に
移
行
す
る

 

上
下
水
道
課 

業
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
４・２
２
５・２
２
６

　
　
　
　
　
　

飯
山
市
の
水
道
事
業
に
係
る

　
　
　
　
　
　

会
計
基
準
見
直
し
に
よ
る
貸
借
対
照
表
へ
の
影
響

　

広
報
飯
山
６
月
号
で
、
飯
山

市
水
道
事
業
会
計
に
関
係
す
る

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
見

直
し
の
概
要
お
よ
び
損
益
計
算
書

へ
の
影
響
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
貸
借
対
照
表

へ
の
影
響
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

○
資
本
へ
の
主
な
影
響

建
設
改
良
工
事
等
に
充
て
た

企
業
債
な
ど
が
、
資
本
か
ら

負
債
に
計
上
さ
れ
る
た
め
、

資
本
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

施
設
建
設
な
ど
の
減
価
償
却

が
必
要
な
固
定
資
産
に
充
て

た
、
国
か
ら
の
補
助
金
、
工

事
負
担
金
等
が
、
資
本
か
ら

負
債
に
計
上
さ
れ
る
た
め
、

資
本
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

・ ・

○
資
産
へ
の
主
な
影
響

貸
倒
引
当
金
の
計
上
に
よ
り
、

資
産
が
減
少
し
ま
す
。

○
負
債
へ
の
主
な
影
響

建
設
改
良
工
事
等
に
充
て
た

企
業
債
な
ど
が
、
資
本
か
ら

負
債
に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
負

債
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。

（
企
業
債
と
は
：
一
般
企
業
に

・・
お
け
る
社
債
お
よ
び
長
期
借

入
金
に
あ
た
る
も
の
で
す
。）

施
設
建
設
な
ど
の
減
価
償
却

が
必
要
な
固
定
資
産
に
充
て

た
、
国
か
ら
の
補
助
金
、
工

事
負
担
金
等
が
、
資
本
か
ら

負
債
に
計
上
さ
れ
る
た
め
、

負
債
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。

賞
与
引
当
金
の
計
上
に
よ
り

負
債
が
増
加
し
ま
す
。

従
来
計
上
し
て
い
た
修
繕
引

当
金
が
、
新
た
な
会
計
基
準

の
適
用
後
計
上
さ
れ
な
く
な

る
た
め
、負
債
が
減
少
し
ま
す
。

・ ・ ・

【従来の基準】

会計基準見直しによる貸借対照表への影響イメージ図

負 債

資 産

【新基準】
企
業
債
お
よ
び
施
設
建
設

な
ど
の
減
価
償
却
が
必
要

な
固
定
資
産
に
充
て
た
、

補
助
金
、
工
事
負
担
金
等資 本

資 本

負 債
資 産

た
め
、
資
本
が
大
幅
に
減
少
し
、

負
債
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
貸

借
対
象
表
上
、
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
す
が
、
会
計
処
理
お
よ
び

表
示
方
法
が
変
わ
っ
た
も
の
で
あ

り
、
経
営
の
実
態
が
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

花
や
植
栽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

■
募
集
職
種
・
募
集
人
数

  

臨
時
職
員
…
園
芸
指
導
員
・
１
名

■
応
募
資
格

　
市
内
居
住
の
花
の
好
き
な
健
康

　
に
働
け
る
方(

男
女
不
問)

■
任
用
期
間

　
10
月
1
日
〜
12
月
31
日

■
勤
務
条
件

　
日
数  

平
日
の
月
当
た
り
18
日

　
時
間　
８
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
時
給  

９
０
０
円（
通
勤
手
当
有
）

園
芸
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
５

　
※
そ
の
他
、
市
規
定
に
よ
る

■
勤
務
内
容

花
景
観
育
成
の
指
導
と
普
及
啓

発
お
よ
び
市
管
理
の
公
園
緑
地
等

の
維
持
管
理
作
業
等

■
応
募
期
間
お
よ
び
提
出
書
類

　

9
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
自
筆

履
歴
書(

写
真
添
付)

を
ま
ち
づ

く
り
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
書
類
提
出
時
に

ご
説
明
し
ま
す
。

税
務
課
収
税
係

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３

　

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
物
件

を
公
売
し
ま
す
。
対
象
物
件
と
入

札
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
物
件

　
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
1
室

　
（
斑
尾
高
原
）

【
期
日
入
札
：
8
月
25
日
㈫
13
時

30
分
か
ら
】
※
公
売
へ
の
参
加
に

は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
間

　

８
月
20
日
㈭
か
ら
24
日
㈪
ま

で
（
土
日
は
除
く
）
8
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で

　

詳
細
は
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
税
務

課
収
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

オペレーター
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　この教室では、血液検査や各種体力測定と
生活習慣についておたずねし、その結果をも
とに、お一人お一人に合った運動や生活・栄
養のアドバイスを行っています。担当には、
理学療法士・健康運動指導士・保健師・栄養
士・看護師等の専門スタッフがサポートにあ
たります。また、トレーニング機器を使った
トレーニングをはじめ、ウォーキング・ヨガ・
エアロビクスダンス等さまざまな運動を取り
入れ、楽しく・効果的に健康生活を送るため
のお手伝いをさせていただきます。
　参加された方々の成果としては、約５ヵ月
で体重が４kg 減少された方もおり、ほとんど
の方は、筋力・体力・柔軟性・バランス能力
等が伸びています。さらに、『運動のやり方
がわかった』『体調が良くなった』『毎日の食
事も気をつけるようになった』などの声も聞
かれ、毎回大好評です。
　あなたも、この秋こそぜひご参加いただき、
一緒に運動してみませんか !!

スポーツの秋がやってきます ! この秋こそ運動を始めませんか !!

■日時・回数
　【 夜の部 B 】　19:00 ～ 20:30　（11/10 ～ 3/1 の各火曜日）全 15回
　【 昼の部D 】     9:30 ～ 11:30　（10/27 ～ 3/1 の各火曜日）全 13回
■場　　所　飯山市保健センター
■定　　員　各コース 12名（定員になりしだい締切）
■参 加 費　7,000 円（血液検査代、保険料、トレーニングバンド等代金）
■対 象 者　飯山市在住の 19歳以上の方
　（昼の部：おおむね 74歳以下　夜の部：おおむね 60歳以下）
　※ただし、病気等により現在治療中の方は医師に相談のうえ教室参加を勧め
　　られた方に限ります。また心臓疾患で現在治療中の方、過去に治療された
　　方は参加できません。
■申込方法　電話または FAXでお申し込みください。

後　期
参加者
募　集

血液 ＆血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液血液サラサラ 筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力筋力ア ッ プ血液血液サラサラサラサラ血液サラサラ血液血液サラサラ血液サラサラ血液サラサラ血液サラサラ 筋力筋力筋力ア ッ プア ッ プア ッ プ筋力ア ッ プ筋力ア ッ プ
教室

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111  内線 181・182・187　　　62-3127

募 集 要 項

　

身
体
障
が
い
者
に
関
わ
る
課
題

等
に
つ
い
て
障
が
い
者
と
市
が
意

見
を
交
換
す
る
「
飯
山
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
家
族
懇
談
会
」

が
、
7
月
16
日
、
月
岡
副
市
長

と
障
が
い
者
等
総
勢
31
人
が
参
加

す
る
中
、

太
田
地
区

の
民
宿
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

懇
談
会

で
は
、
現

在
建
設

中
で
来
年

飯
山
市
文
化
交
流
館
へ
の
関
心
高
く

　
　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
と
市
が
意
見
交
換

1
月
に
開
館
予
定
の
飯
山
市
文

化
交
流
館
（
愛
称
「
な
ち
ゅ
ら
」）

に
つ
い
て
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
状

況
や
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
設
備

等
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
は
興
味
深
く
耳

を
傾
け
、
新
た
な
大
型
公
共
施
設

へ
の
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
「
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
へ
の
支
援
」
な
ど
の
要

望
等
に
関
し
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
開
催
さ

れ
、
過
去
に
は
障
が
い
者
の
意
見

を
参
考
に
し
て
市
の
制
度
が
改
善

　
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
障
が

い
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
話
す
」「
食
べ
る
」
こ
と
は
日

常
生
活
の
基
本
。
今
あ
る
機
能
を

落
と
さ
ず
、
よ
り
安
全
に
家
で
過

ご
せ
る
よ
う
、
家
で
で
き
る
工
夫

や
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
専
門
家
か

ら
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

交
流
会
で
は
、
同
じ
神
経
難
病

を
持
つ
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
同
士

だ
か
ら
話
せ
る
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
9
月
18
日
㈮

　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で

■
会
場　
長
野
県
飯
山
庁
舎

　
　
　
　
3
階
大
会
議
室

■
内
容

①
学
習
会

　
（
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
）

「
言
語
・
嚥
下
機
能
の
維
持
の
た

め
に
」
〜
家
で
で
き
る
工
夫
・
リ

ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
〜

講
師　
北
信
総
合
病
院
言
語
聴
覚
士

　
　
　
　
　

  
土
屋 

和
美　
氏

②
交
流
会

　
（
14
時
45
分
〜
15
時
30
分
）

　
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
両
角 

由
里　
さ
ん

■
参
加
費　
1
人
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
お
茶
代
）

■
申
込
み
方
法　

9
月
11
日
㈮

ま
で
に
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所　
☎
62
６
１
０
４

神
経
難
病
患
者
お
よ
び
家
族
交
流
会　

開
催
の
お
知
ら
せ

  地域包括支援センター ☎ 62-3111 内線 183・186

・介護予防教室で運動をしたら、歩きやすくなった　・腰や膝の具合が良くなった
・立ち上がり、寝たり起きたりが楽になった　　・教室に来てから、1回も転ばずにすんでいる
・いろいろな人と話ができたり、一人で身体を動かすのはたいへんだがみんなでできるのが良い。

　

骨
・
関
節
・
筋
肉
と
い
っ
た
運

動
器
の
機
能
が
衰
え
、
要
介
護
や

寝
た
き
り
に
な
る
危
険
が
高
い
状

態
の
こ
と
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
通
称
ロ
コ
モ
）
と
い

い
ま
す
。

　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
ご
自
身
の
体
力
を
知
っ
て
、

ロ
コ
モ
を
ふ
せ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
９
月
17
日
㈭

　
　
　

 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
ロ
コ
モ
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）

  

講
師
：
長
野
保
健
医
療
大
学
学
長

　

  　
　
岩
谷
力 

先
生

・
ロ
コ
モ
体
操

・
体
力
測
定

■
定
員
30
名

■
申
込
み
締
切　
９
月
７
日
㈪

　
飯
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
で
は
、
懇
談
会
の
ほ
か
に
も
、

旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て

社
会
参
加
を
促
進
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
協
会
へ
の
加
入
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に
市
役
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

協
会
会
員
は
随
時

　
　
　
　  

募
集
し
て
い
ま
す

介護予防サポーター講習会 開催
地域包括支援センター　☎ 62-3111 内線 183・186

　下記の日程で介護予防サポーター講習会を開催します。おおむ
ね 55 歳以上の方で介護予防サポーターになってくれる方、また介
護予防や健康づくりの活動に興味のある方はぜひご参加ください。

介護予防サポーターとは
　介護予防、健康づくりのため仲間と一緒に地域で元気に楽し
   く介護予防活動のお手伝いをしてくれる皆さんです。

日 程 月 日 時 間
1日目 10月  6 日㈫ 9:30 ～ 12:00
2 日目 10月 13日㈫ 10:00 ～ 12:00
3 日目 10月 20日㈫ 10:00 ～ 12:00
4 日目 10月 27日㈫ 10:00 ～ 15:00
5 日目 11月  6 日㈮ 10:00 ～ 12:00

日 程 月 日 時 間
6日目 11月 10日㈫ 10:00 ～ 12:00
7 日目 11月 17日㈫ 10:00 ～ 12:00
8 日目 11月 24日㈫ 10:00 ～ 15:00
9 日目 12月  4 日㈮ 10:00 ～ 12:00
10日目 12月  8 日㈫ 9:30 ～ 12:00

会　場：いいやま女性センター未来　
受講料：無料
募集期間：  8 月 17日（月）～ 9月 25日（金）
その他： 受講日数が全体の 80%以上で修了証書を交付します。

地
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教室名 内　容 会　場 期間・回数・曜日 参加費 定　員

関節に負担の少ないプー
ルでの水中運動で脂肪を
燃焼させ、筋肉を鍛える

中野市
ながでんハー
トネット

10～ 3月　20回（週 1回程度）
 月曜日　10:00 ～ 12:00
 水曜日　13:30 ～ 15:30

１回 700円 2教室 
各 10名

マシーンやゴムバンドや
ボールを使った運動を行
う

飯山市
保健センター

10～ 3月　15回（週 1回程度）
 月・木・金曜日　10:00 ～ 11:30

1 回 300円
教材費別途

3教室 
各 15名

骨、関節、筋肉といった
運動器の機能を向上させ
る運動を指導する

ケアセンター
湯の入

10～ 3月　12回（月 2回程度）
火・木・土曜日　13:00 ～ 15:40

1 回 300円
教材費別途

5教室 
各 20名

筋力低下を防ぎ、体のバ
ランスを保つ体操を柔道
整復師が指導する

ケアセンター
湯の入

10～ 3月　12回（月 2回程度）
 水・金・土曜日　13:00 ～ 15:40

1 回 300円
（入浴含む）
教材費別途

4教室 
各 20名

人とコミュニケーション
をとり認知症や閉じこも
りを予防する

ケアセンター
湯の入

10～ 3月　24回（週 1回程度）
 火～土曜日　9:30 ～ 13:00

１回 700円
（昼食・入浴
含む）

5教室 
各 22名

筋力アップ教室

脳いきいき教室

転倒予防教室

すこやか倶楽部

元気すいすい教室

参加者募集

介 護 予 室教防
　市では、要介護状態にならずに、いつまでもお元気に生
活していただくことを目的に、昨年 11 月に 65 歳以上のす
べての方に（介護認定を受けている方を除く）、心身の状況
や日常生活等を伺う「基本チェックリスト」を配布しました。
　「基本チェックリスト」の結果、要支援・要介護状態にな
るおそれの高い状態にある方に対し、介護予防教室を開催

しており、現在 10 月からの介護予防教室の参加者を募集し
ています。
　約 300 名の方が参加しているこの教室に参加希望の方、
または現在参加資格はないが、心身の状態が変化し、再度

「基本チェックリスト」を受けてみたい方は、地域包括支援
センターまでご相談ください。

（参加者の声）

FAX
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　このコーナーでは、北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口
の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流都市
協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力
を感じていただき、新幹線に乗って訪れてみてはいかがでしょうか。

　冬は木島平スキー
場としてにぎわう標
高 1,351m の 高 社
山、夏用に整備され
たリフトに乗って、
一気に山頂へ。リフ
ト沿いには自然の草
花が季節ごとに咲き
誇り、山頂までの間、皆さまを楽しませます。北信五岳を
一望できる迫力の大パノラマをご覧ください。
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7 月 10日　市役所

インターハイ 2年連続出場
秋津地区の石澤崇紀さんが出場報告

　平成 27 年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
陸上競技大会に出場した石澤崇紀さん（秋津地区・長野日
大高 3 年）が大会前の 7 月 10 日、市長を表敬訪問しました。
　 石 澤 さ ん は 県 大 会 で
800m 走、1500m 走とも
に 1 位、北信越大会でと
もに 2 位となり 800m は
初、1500m は昨年に続く
2 年連続のインターハイ
出場となりました。
　石澤さんは「周りの選手にひるむことなく堂々とレース
をしたい。これまでお世話になった方々に恩返しできるよ
うに走りたい」と大会での抱負を語りました。
　7 月 29 日から和歌山市で開催された本大会では、1500m
は惜しくも予選落ちとなってしまいましたが、800m 予選
では県大会、北信越大会の記録を更新。準決勝まで駒を進
める健闘を見せました。

7 月 23日 　いいやま女性センター未来

郷土料理を作り、味わいながら市長と意見交換
ふるさとの味交流会が行われました

　7 月 23 日、いいやま女性センター未来で飯山市農村女性
団体連絡会主催の「ふるさとの味交流会」が開催されました。
　前半では飯山の食文化
伝承を目的に「田植え煮
物」や「たけのこ汁」な
ど 4 種類の郷土料理を調
理し、後半はその郷土料
理を囲み市長を招いての
ランチタイムが行われ、
参加した 20 名の皆さんは子育ての話から介護問題、これか
らの観光、飯山駅を活用した市の PR などさまざまな話題
で市長と意見交換を行いました。
　農村女性団体連絡会会長の三ツ野幸美さんは「今日参加
した若い世代に郷土料理を伝えることができ、若い人たち
のつながりでそれが広がっていけば良いと思う。またラン
チタイムでは特に子育て世代の女性の声を市長に届けられ
たことが良かった。」と話してくれました。

通信
月
刊 通信いいやま

調理方法などを伝えながらの郷土料理づくり

7月 14日　市役所

全日本リトルリーグ野球選手権大会に出場
木島地区の関虹亜（こうあ）君が出場報告

　小学生から中学 1 年生までが所属できる硬式野球リーグ
のリトルリーグ。長野市の「長野南リトルリーグ」が信越
連盟大会で 1 位となり、信越地区代表として全国大会に出
場を決めました。同チームに所属する城南中学校 1 年生の
関虹亜君（木島地区）が全国大会を控えた 7 月 14 日、市長
を表敬訪問しました。
　関君は「全力プレーで
がんばりたい。ここぞと
いう場面でヒットを打っ
てチームの勝利に貢献し
たい」と全国大会での抱
負を語ってくれました。
　7 月 18 日から 20 日まで福島県白河市で開催された全国
大会でチームは 3 位となる快進撃を見せました。関君は「準
決勝の試合、チャンスで打てなくて悔しかった」とのこと
ですが全 3 試合に出場。7 打数 3 安打 2 打点と活躍し、全
国 3 位の原動力になりました。

野　沢
温泉村

おぼろ月夜の館特別展
藤岡牧夫「光につつまれて〈信州の四季〉」
　　　　　　　　　　　　　    絵本原画展

　2014 年５月に出版され
た「光につつまれて〈信州
の四季〉」は、2006 年刊行
の絵本『風に吹かれて』の
第２集です。信濃毎日新聞
夕刊で８年間にわたり連載
された 138 点の中から 36
作品が収録されています。

信州の自然を舞台に藤岡牧夫さんが描くファンタスティッ
クな絵とストーリーは大人から子どもまで楽しめます。本
展では、新刊本「光につつまれて〈信州の四季〉」発売を記
念して描き下ろし表紙絵、原画 36 作品と野沢温泉村を題材
にした作品等を展示します。
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石川県 七尾市 Nanao City

奇祭　「お熊甲祭（おくまかぶとまつり）」
　天狗面の猿田彦
が先導し、若衆が
高さ 20m もの深紅
の枠旗を担ぎます。
　見どころは、妙
技「島田くずし」。
枠旗を担ぎながら
地面すれすれまで
傾けます。
　祭り会館では、資料や映像などで一年中この祭りを体感
できます。

富山県 魚津市 Uozu City

うおづグルメフェスタ肉まつり 2015 開催 !!
　富山県魚津市のミ
ラージュランドにお
い て、 魚 の 街 な の
に !? 肉 ま つ り !! が
開催されます。
■概　要
○肉類を中心とした
　グルメ店舗の出店
○ミラージュランドの観覧車が 200円で乗れる
○仔豚の丸焼きなど、さまざまなエンターテイメントショー
■日　時　　9月 19日（土）・20日（日）
　　　　　　両日とも 10:00 ～ 16:00
■場　所　　ミラージュランド
　　　　　　（富山県魚津市三ケ 1390番地）
■問合先　　ミラージュランド　☎ 0765-24-6999

木 島
平 村

  　

　7 月 10 日（金）道の駅信越さかえの隣に栄村農産物販売
所（通称：栄村直売所かたくり）がオープンしました。
　この施設は、東日本大震災復興交付金を利用して建設さ
れ、農家の皆さんによる運営組合で運営されます。
　店内では地元で採れた野菜や山菜、加工品などが販売され
ています。中には、あまり流通していない珍しい野菜なども
あります。ぜひお立ち寄りください。

 栄
　  村

流通の少ない珍しい野菜なども販売
栄村農産物直売所（栄村直売所かたくり）がオープン！

7月25日　マウスコンピューター飯山工場

夏休みの親子の思い出と貴重な体験を
親子パソコン組み立て教室が行われました

　7 月 25 日、木島工業団地にあるマウスコンピューター飯
山工場で恒例の親子パソコン組み立て教室が同社の主催で
開催され、夏休みに入ったばかりの小学 6 年生がお父さん、
お母さんとパソコンの組み立てに挑戦しました。
　この日は市内外から 30 組の親子が参加。午前の部、午後
の部と 15 組ずつに分か
れ、工場見学、部品の調達、
実際に組み立てるなどの
行程を行いました。同社
の小松社長は「将来、役
に立つ体験になると思う。
同時に物を作ることの楽
しさを覚えていただければ」と冒頭であいさつされました。
　石川県から新幹線に乗ってお母さんと来たという女の子
は「中身を見ることができてパソコンにより興味を持った。
無事に完成して良かったと思う。」と起動したパソコンを見
ながら嬉しそうに話してくれました。

北信五岳を一望
夏の高社山展望山頂リフト運行中

■リフト運行日時　9:00 ～ 16:30　※ 8月は 17時まで
　8月 15・16・29・30日
　9月 5・6・19・20・21・22・23日
　10月 10・11・12日
　（天候により運行を中止する場合があります）
■料金（往復）　大人：930円　子ども：510円
■問い合わせ　木島平観光株式会社　☎ 82-4404

■開催期間　９月 27日（日）まで
■開館時間　9:00 ～ 17:00（受付終了 16:30）
■休 館 日　月曜日　※９/21（月）は営業します
■問 合 先　おぼろ月夜の館　☎ 85-3839

■日　時　　9月 20日（日）7:00 ～ 17:00
■場　所　　七尾市中島町宮前
■問合先　　七尾市観光交流課　☎ 0767-53-8424

　まちづくり団体として活動している飯山倶楽部の主催で
7 月 25 日、26 日災害時避難施設での防災キャンプが行わ
れ約 30 名の市民の皆さんが参加し、防災意識を高めました。
　外様地区を中心に行われたこのキャンプでは、水を確保
するための湧水探し、濃煙体験、応急手当訓練、防災運動会、
市内や地域で実際に起こった災害のお話を聞くなど防災の
知識を学ぶ体験が盛りだくさんで、参加した小学生からは

「応急手当を覚えたので倒れている人がいたら助けてあげた
い」などの声が聞けるなどたいへん充実したキャンプにな

防災意識の高揚、防災知識を学習
 飯山倶楽部による防災キャンプが行われました 7 月 25日・26日　外様地区活性化センターほか

りました。
　夜は災害避難所でプラ
イバシー保護などのため
実際に使われるダンボー
ル活用法を体験。ダンボー
ルの仕切り内での 1 人の
平均スペースは新聞紙 4
枚分程度でということで、予想以上に狭い空間に参加者は
避難住民の方の苦労を身を持って感じていました。

ダンボール仕切りの避難所生活を体験する参加者

市内のできごと

うおづグルメフェスタ肉まつり 2015 開催 !!うおづグルメフェスタ肉まつり 2015 開催 !!


